
第２回検討委員会の振り返り 資料１
連番 項目 発言者 質問・意見 回答 対応

1

資料2-1：和泉市健康
づくり・食育推進に関
するアンケート調査結
果報告書（速報）

内藤委員⻑
・市⺠調査の回収率が26.2%と低くなっており、市⺠全員の意向を把握できているかは少し疑問である。現場にインタビューを実施して状
況を把握することも必要になる。
・アンケートのクロス集計結果を計画案に反映してもらいたい。

アンケートのクロス集計結果も踏まえて分析を行
い、計画書に反映する。（P.36〜57）

2
① 第1章 計画の趣
旨・位置づけについて

内藤委員⻑
・計画期間が12年間と⻑いが、コロナ禍など突然の社会情勢の変化を察知するような仕組みも検討し、PDCAサイクルが回せるようにして
いただきたい。ここ数年はコロナ禍で健康づくりの活動が全国的に滞った現状があり、例えばICTを活用した取組など、必要な対応を検討
いただきたい。

・毎年進捗管理をする予定である。また、令和
12年度に中間評価を行い、進捗状況の評価と方
向性の検討を行う予定である。

3
② 第2章 第 3 次計画

の評価について
藤原委員

・2章P.5の第3次計画策定時の値というのはいつの数値か。
・評価がDとなっている項目について、計画期間中にどのような取組をした結果、現状に至っているのかも合わせて記載いただけると読み
やすい。

・健康増進計画は平成30年度、食育計画は平成
28年度の値である。

計画策定時の値について、健康増進計画は平成30年
度（一部平成29年度）、食育推進計画は平成29年度
である。指標の策定年を記載する。関連データの分
析・考察を行っていく。（P.6,9)

4 永田委員 ・幸福度は高いが、年齢区分別などの結果は把握できているか。
・こころの健康について、ストレスの程度や眠れているかなどの質問があるとよかった。

・幸福度については年齢等でクロス集計を行
い、次回の委員会で報告できるようにする。

こころの健康については、昨年度に自殺対策計画の
調査を実施しており、項目が重なるため、今回は最
低限の調査項目としている。自殺対策計画の調査結
果も適宜踏まえて考察を行う。

5 井上委員
・アンケート回答者は健康に関心がある人が多いと思われる。ボランティア活動や、地域活動への関心がある人の割合は高いが、実際に参
加には至っていない、一歩踏み出せていない人が多いのではないかと考える。健診なども受診に至っていない人もいると思うので、情報が
届かない人へ情報が届くような取組ができるといい。

一歩踏み出せていない人も取組につながるように、
ナッジ理論を参考にした効果的な啓発のありかたを
取り組んでいく。また、多くの人に情報が行き届く
ように、関係各課や関係機関と協力して進めていき
たい。

内藤委員⻑
・市⺠調査については回収率が26%程度と、回答者にバイアスがあると考えられる。また、回答者の年齢として、若い人よりも高齢者が多
い。国のデータや他の調査結果も活用しつつ、アンケート結果はあくまでも1つの資料として、アンケート結果からすべてを判断しないよ
うにした方がいい。

アンケートの結果のみではなく、インタビュー調査
や統計データを組み合わせて分析を行う。（P.59〜
65）

7 内藤委員⻑ ・P.37に掲載されているBMIの状況と、特定健診におけるBMIの違いはどうか。特定健診の方が対象者数が多いため、実態としては参考に
なると考える。

・改めて確認する。

令和４年度特定健康診査受診者におけるBMI25.0以上
該当者率は、男32.5％、⼥20.1％（和泉市国⺠健康保
険第4期特定健康診査等実施計画及び第３期データヘ
ルス計画より）。

8 石橋委員 ・小中学生対象の調査について、最近の小中学生は睡眠時間が短いことが問題とされている。起床時間・就寝時間以外にも、睡眠時間につ
いて把握できるとよい。

・アンケート結果の起床時間、就寝時間から睡
眠時間を概算することは可能であるため、改め
て集計する

9 内藤委員⻑ ・睡眠時間の確保は健康維持に重要であり、睡眠時間以外の活動について多面的に調べる必要がある。小中学生の睡眠時間の確保について
は、学校と市の連携が重要になる。

⻄川委員

・栄養相談で、小さいこどもの就寝時間が遅いケースが多く、食に興味がない子どもが多いという相談を受ける。低学年でのこどもでも就
寝時間が11〜12時になり、胃を休める時間が少なく、朝お腹が空かず、朝ゆっくり食事をとる時間もないため、食事がしっかりとれていな
いという現状がある。
・共働きの家庭が多く、小学校中〜高学年では朝食を食べていないことも多く、給食を食べて⾎糖値が上がり、昼間眠たくなるケースもあ
る。睡眠から整えていく必要がある。

10 沖田委員
・P.38の生活習慣病予防・改善のための食生活の実践割合について、ポジティブな意見だけではなく、ネガティブな意見にも焦点を置いて
記載いただいた方が、課題が明確になると考える。
・P.36の幸福度で重視した項目についても、多い順に記載いただいた方が分かりやすい。

・意見を参考にし、修正する。

11 藤原委員 ・また、P.37運動習慣者の割合について、アンケート結果と指標の値が異なっているのはなぜか。 ・指標の値は対象者を絞って集計しているため
数値が異なる。

12 内藤委員⻑ ・指標の結果のみでなく、本質的な健康づくりとは何かを常に意識しておく必要がある。市⺠アンケートは前回との⽐較が必要になるが、
全国・大阪府の数値と⽐較可能なものについてはデータを収集して⽐較、分析いただきたい。

収集可能な全国・大阪府のデータについては追加し
て分析を行う。（P.11〜35）

13 永田委員
・肥満傾向について、30%以上の病的肥満児の肥満外来受診を勧めているが、受診率が低く課題になっている。和泉市医師会では夜間外来
を設けて受診率を上げる対策を検討している。こどもの肥満は将来的なメタボの予備群になるため対策が必要である。
・また、泉州圏は喫煙率が高い傾向にあるが、こどもも含めて教育が必要である。

第6章以降のライフステージに応じた取り組みへの反
映を検討する。（P.73〜80）

15 内藤委員⻑ ・統計データからは把握できないこともあるため、現場の話も聞きつつ和泉市の健康課題を検討いただきたい。 インタビュー調査を踏まえて検討を行う。

16 前田委員

・⻭と⼝腔の健康の今後の課題として、現在幼稚園では⻭科健診を実施している。保護者の意識も改善するため、3歳児を対象として親子
健診をはじめ、好評をいただいている。
・食事の後に⻭みがきをする習慣をつけるため、園庭開放を通して保護者への啓発も行っていきたい。
・小さいこどもでは言葉での説明が難しいため、模型やエプロンシアターなど視覚で学べる教材を使いつつ、⻭の衛生が体の健康を⽀えて
いることを伝えていきたいと考えている。

・現状の取組や課題に対し提案いただいたと思
うが、和泉市健康づくり推進市⺠会議や食育推
進連絡会議でも情報収集をしており、今回の内
容を含めたうえで次の課題に対して取組を考え
ていきたい。

第6章以降の⻭と⼝腔の健康の取り組みへの反映を検
討する。（P.75)

17 橋本委員
・もう少し具体的な取組について記載してもらえると、市⺠も分かりやすいと考える。
・商工会議所は企業の団体であるが、企業では健康経営を通して職員の健康づくりに取り組んでいる。そのような取組についても言及いた
だけるとありがたい。

・働く世代における健康づくりは重要なポイン
トになるため、大変貴重な意見であり取り入れ
させていただきたい。また、具体的なアクショ
ンプランについては第6章以降で記載予定のた
め、次回以降の委員会でお示しさせていただ
く。

第6章以降の健康づくりのための地域づくりや地域・
団体の取り組みへの反映を検討する。（P.78,79)

18 内藤委員⻑

・市⺠と企業等が協力して取り組む必要性もある。また、地域における福祉という面からも健康づくりを取り組むことも重要であり、理念
的な面に入れた方がよい。
・第3章から総括して第4章へのつながるプロセスが分かりにくいため、データ以外の情報も踏まえて整理をいただき、4つの柱に整理した
根拠について示していただきたい。
・食育における栄養・食生活と、健康づくりにおける栄養・食生活が重なっている部分が分かりづらいと感じた。

地域における福祉の視点も踏まえた健康づくり計画
であることを理念に取り入れる。（P.67)
第３次計画の指標の評価結果、既存データや市⺠ア
ンケート、インタビュー結果を踏まえ、第4章に4つ
の基本方針に整理した理由を記載する。（P.66)
食育の栄養・食生活で重なる部分は統合する。
（P.64)

19 早崎委員 ・食育という言葉を知っている人と、言葉の意味を知っている人の差はほとんどないと考える。
・食育という言葉は包括的な意味になるため、曖昧な意味になりすぎないように使い方には気を付ける必要がある。

20 永田委員 ・食育は教育という視点だけではなく、正しく食べて正しく育つというイメージにした方がとっかかりやすいと感じる

21 ⻄川委員 ・コンビニやファーストフード店が溢れている現代の小中学生を対象とした食育講座では、1日トータルで正しい栄養素をとれるようにと
いう指導をしている。

22 嶋田委員 ・給食では規則正しい食事をとれているが、夕食などでファーストフードなどを取っているケースもある。学校では先生方は食育を実践し
ているが、家庭においても食育が実践できるように取組を進める必要がある。

23 内藤委員⻑ ・委員から出た課題を解決するヒントとなる計画にまとめていただきたい。
・環境によって望ましい食事と、違う生活をする人がおり、行政がどのような⽀援ができるか、ぜひ議論していただきたい。

24 藤原委員
食品ロスは市⺠にも広まっており、1515運動のように、食事の開始と終わりには集中して残さず食べるようにしている。食育として、
ファーストフードをとってもいいが野菜をとる必要があるなど、メッセージを届けたい対象者に届くよう、和泉独自の分かりやすいメッ
セージを考えてもらいたい。

25 上栫委員

・4章についてみると、強弱がない状態で書かれているため、3次計画の中で悪化した部分や、重点的に取り組まないといけない取組につい
て強調して記載いただきたい。
・乳幼児の⻭の健康について、和泉市のデータのみになっているが、全国や大阪府のデータと⽐較して書きぶりを調整いただきたい。
・特定健診の受診率向上や、食育における健康づくりなどは府と市で連携して取り組んでいる内容であるため、市の中で完結しているよう
な書きぶりになっているところは、連携して取り組むような記載にした方がいいと考える。

第4章において、第２章・３章から見える本市の特性
を太字で記載し、特に重点的に取り組む必要がある
項目は強調するなど強弱をつける。（P.59〜65）
収集可能な全国・大阪府のデータについては追加し
て分析を行う。（P.11〜35）

26 内藤委員⻑ ・3章までのデータを含めた形での課題の整理、4つの柱となったロジックモデルの経緯や期待される効果などを4章5章でまとめていただけ
るとよい。

第4、5章の書きぶりを修正する。（P.59〜71）

27
 ⑤ 第５章 基本的な考

え方
スローガンについて

永田委員

・ウェルビーイングについて、市⺠では知らない人も多いと思うため、スローガンの中にウェルビーイングという単語を入れて、なんだろ
うという関心を持ってもらうのも1つの方法かと思う。
・案22番と25番を合わせて、笑顔でつなぐ健康都市〜ウェルビーイングのまち〜などはどうか。
・また、食べる力は活きる力というフレーズも良いと思う。
・ウェルビーイングは身体的・精神的・社会的に健康な状態であるとなっているが、どのように生き、どのように死んでいくかという視点
を入れていく必要があると考える。
・医療界でも、人工呼吸器や経管栄養を使用するかどうかなど、どのように生きて、どのように亡くなるのかというACPの観点が問題に
なっている。和泉市でもぜひウェルビーイングという視点を取り入れてもらいたい。

28 内藤委員⻑
・ウェルビーイングは日本では馴染みが薄いが、1945年にＷＨＯが健康の定義をした頃から存在する言葉である。今年の管理栄養士の国家
試験にも出た注目を集めやすいワードであり、うまく活用することが重要である。
・意見を基に案を３つ程度に絞ったうえで、次回の検討委員会で議論いただきたい。

29 石橋委員 ・健康都市いずみはどうか。
・案11番や13番などもいいのではないか。いずみを使った17番や18番もよい。

議事２（2）アンケートの実施について（速報）資料2-1、2-2

議事２（3）「第4次健康都市いずみ21・食育推進計画」（案）について　資料3

第５章の基本理念に、ウェルビーイングとはどのよ
うな常態なのかを共有できる説明を加え、本市が目
指す市⺠像をわかりやすく表現したスローガンにつ
いて、候補を数個に絞って次回委員会で提示する。
（P.67)
ACP（将来の変化に備え医療やケアについて、本人
の人生観や価値観、希望に沿った主体的な意思決定
を⽀援するプロセス）の観点については、専門家ま
かせの姿勢ではなく、「自分の人生を自ら生きるた
めの主体性」を発揮すべく、平成25年4月に和泉市市
⺠を中心とした医療と介護の連携推進条例が施行さ
れ、施策が推進されている。ウェルビーイングと関
連性があると考えるが、具体的な施策展開は高齢者
保健福祉計画及び介護保険事業計画に基づいて検討
を進める。

クロス集計の結果を踏まえて分析。（P.36〜57）
収集可能な全国・大阪府のデータについては追加し
て分析を行う。（P.11〜35）
計画の評価方法について追記を行う。（P.85)
指標のうち達成できなかった項目について、要因を
分析し追記する。
第4章の書きぶりについて修正する。（P.59〜65）
スローガンの候補を数個に絞って次回委員会で提示
する。（P.67)

③ 第3章 健康や食をと
り巻く概況

　　挨　　 拶

 ④ 第４章 次期プラン
に向けた課題と取組の

方向

分析を踏まえ、睡眠の意義や身体に及ぼす影響など
の啓発や健全な生活リズムを育む取組を反映してい
く。（P.73)

課題の整理および取組の方向性を「基本方針１生活
習慣病の発症・重症化予防 ３．栄養・食生活」と
「基本方針２ 食育の推進」に記載し、取組につい
ては第6章以降への反映を検討する。（P.59〜65、
P.73〜80）

副市⻑副市⻑挨拶30

・アンケートは課題設定のための分析・考察までをしっかりと行っていく必要がある。
・幸福度満足度調査について、昨年度末に実施し分析が終了している幸福度満足度調査も検討材料に活用いただきたい。
・アンケートに限らず国や地方公共団体のデータ等を駆使して計画づくり、課題設定に役立てていきたい。
・PDCAサイクルについて、11年度に1度だけ中間評価するように見えるが、KPI、KGI両方のチェックも含めて毎年評価を行う点についても明記したい。
・リアルタイムで市⺠の意向を聞く仕組みを整えつつあり、今回アンケートに出た問題意識をきっかけに、様々な形で追加調査をしていきたいと考えている。
・第３次計画の評価について、健康の31項目中5項目のみ、食育は17項目中5項目しか達成されておらず、深刻に受け止めている。目標に達していない理由とし、①関係部署の頑張りが足り
なかった、➁目標を達成するための手段、何をするかがずれていたのではないか、➂目標のハードルが高すぎた、以上の3点を、分析・考察を通してなぜ達成できなかったのかしっかり書き
留めていきたい。
・和泉市は平均寿命の延びより健康寿命の延びの方が低く、大阪府や国にもない特徴である。この状況の中で健康寿命の延びを目指すことを端的に本当に入れるのか、吟味が必要であると
考える。
・現状分析は主に検査をしてわかるようなデータが中心だが、例えば関節がどの程度曲がる、○○ができるなどの健診データでは得られない指標も必要なのではないか。
・肥満とやせの問題についても注目しており、睡眠、ライフスタイル、⻭の健康、ライフスタイル、地域活動、食品ロス、市⺠にわかりやすい広報戦略など、骨太の方針に含めるべき内容
であると感じている。
・全国規模のスマートウェルネスシティ⾸⻑会議ではプロジェクトの先進事例が多数あり、参考にしながら和泉市の取組を考えていきたい。
・第4章へのつながりがという指摘もいただいたが、国の枠組みに沿った枠組みではなく、和泉市独自の枠組みについて検討したい。また、特に力をいれて取り組む内容について区別して記
載したい。
・食育という言葉についても、使い方について吟味していきたい。
・最後にスローガンに関連してだが、時代的な課題は委員の先生方から頂いたが、ダイバーシティな社会を背景として、自立・自己決定という発想が大事と考えている。スローガン案の中
には、自分で考えるという発想が1つも含まれていないが、自己決定という視点も踏まえて検討したいと考える。


